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1 ����

�'は、+,ケーブルオプション!きの"#2ひずみセンサ FS62WSS3び"#2ひずみ
センサロゼットFS62WSRの��マニュアルです。
これらのセンサは、<-で、またはHBK FiberSensingの.�で�=に,み/てられたセ
ンサアレイとして0
できます。

��
ひずみセンサ ロゼットひずみゲージ
K-FS62WSS K-FS62WSR
センサアレイ1)
K-FS76BRD

1) K-FS76BRD��を��してFS62PSSおよびFS63LTSセンサをセンサアレイに,み1めるのはFS62WSSだ
けです。FS62WSRひずみゲージロゼットをAむセンサアレイについては、HBK FiberSensingにおBい
�わせください。

お�らせ
��では、��ケーブルを
�したFS62WSSおよびFS62WSRの�について��し
ます。���ひずみセンサFS62WSSのアラミドケーブルとアーマーケーブル�きの�
��はほぼ�じですが、センサの��、サイズ、およびケーブルの り!いは"なりま
す。アラミドケーブルとアーマーケーブルを
�したFS62WSSまたはFS62WSR���ひ
ずみセンサの り�け#$の%&については、それぞれの���を'(してくださ
い。

1.1 ��に�する��! 

1.1.1 パッケージの!"
このセンサのパッケージは、23および�4Dの5Eから、センサを�%するように�
�されています。また、��へのF6を7G8にHえるために、EUの��94:;Iに
Jって、リサイクルまたはLM�できる��でNられています。
センサをOの�"に<PするQRがある��は、SのパッケージをLM�できるように
�4しておくことをおTめします。これにより、センサを=Uに�%するだけでなく、
��9の>?を@VにAらすことができます。
BW�のCには、そえぞれのパッケージで��されている��に�する�が��され
たラベルがDられています。
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)1.1 *+ラベルの-

Z[の\EにJって、F]を^って=UにBWを��し、_Gの���`にHIしてく
ださい。ごabありがとうございます。
パッケージを��するには、�のcJをVKします：
� ラベル、#Ld、M、ホッチキスのNi、キャップなど、パッケージとOなる��の
!k9はすべて りPきます。

� パッケージをQでRいSし、TU9やVれを りPきます。
� パッケージをlらにするかmりたたんで、�WをAらし、スペースをXYします

(ガラスはZ[しないでください)。
� BW�を\]Oにp^し、=Uなリサイクル�コンテナまたは_にsれます。
`たちのBWのほとんどはaとプラスチックでNられており、LM�またはリサイクル
を��としていますが、b
のWc�にLM�することはdtしていません。おueに
おvけするw�
のBWラベルに��されている、HBKファイバーセンシングで��さ
れるBW�のfgについては、「BW��」のhを|iしてください。

パッケージ#$
BW�には、ガイダンスのために~�する��が!いています。

b
には=していない

リサイクル�j

さまざまな��のリサイクルシンボルには、��タイプをkOするl�と'�がAまれ
ています。�えば、PET(ポリエチレンテレフタレート)もm�1でマークされ、PE-
HD(n��ポリエチレン)はm�2でマークされています。a(PAP)の��、20はoボール
に~�し、22はaに~�します。これはpq、�rなどに��されているようなaで
す。
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)1.2 リサイクル01

プラスチック
プラスチックWc��は、�
�にバッグ、フィルム、トレイ、プラスチック��
、
または��です。

バッテリ
バッテリはパッケージにAまれていなくとも、��、またはアクセサリにAまれている
��があります。
HBK FiberSensingセンサにはバッテリはAまれていません。

%
aのBW�は、s�、C、カートン、�t、またはラベルです。

&'
NkWc��は、�
�にu、v、キャップ、またはワイヤです。

()*+
wx�のWc��は、y�、コルク、またはzであり、�{�またはLM�できる�|
または?p}���でできています。
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ガラス
ガラスWc��は、ボトル、~、またはG~です。

コンポジット（,-*）
��Wc��は、a、プラスチック、アルミニウムなどのさまざまな��の�でできて
います。これらWc��にはリサイクル��とWcの,�をEす'�を�Eしてありま
す。たとえば、PAPはaとプラスチック�をEし、ALUはアルミニウムをEします。

1.2 
�で./ている#$
ユーザーの�`に�する��な\E��は、�に��して��されています。��や�
#の5Eを��するには、これらの\EにJうことが��です。

シンボル 01
20 この01は、23456�の�7を8ると、��な、

あるいはD��の�E��につながる�j�を��し
ています。

お�らせ この��は、この�`����のJ�を ると、
�#のZ5につながる�j�について、ユーザーの�
�を¡すものです。

34
この��は、��
またはその り¢いに�する�4
な �に�してユーザーの��を¡すものです。

ヒント
この��は、ユーザーに£/つアプリケーションに�
するヒントなどの�をEしています。

��
この��は、��
またはその り¢いに�する�
に~してユーザーの��を¡すものです。

9:する;<
'( ...

'h�のテキストを��するには、¥�を��してい
ます。これにより、¦�の'Iやファイル、§、hへ
の�&!けをしています。

� このマーキングは、cJ�のアクションをEします。
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2 センサの�

2.1 5
6な20! 
FS62WSSやFS6WSRセンサを り!ける�は、Z[の�に��してください：
�  り¢いにご��ください。

このセンサは��センサであるため、センサの��は�しい り!けに¨きく©ªし
ます。

� センサに���をかけないでください。
� ��«のbやトルクを�けてください。
� ケーブルを¬Rする�には、ケーブルの5Eを�けるために��して り¢ってくだ

さい。センサをケーブルでぶらさげるようにしないでください。
� センサを=Uに"#するために、=Uなiとx�を��します。ひずみセンサの"
#が®¯pな��、�しい�み り°が5なわれます。

メモ
FS62WSSおよびFS62WSRセンサは=>;?ですので、@�に り!うA4があります。
センサをBとしたり、Cいたりすると、DEFGなHIをJきKこすおそれがありま
す。センサ�LをMめ、NにOPQにならないようにしてください。

2.2 *+�7

89されている:�
センサ
"#�サンプル

;4な<
バリ りx（オプション）
インパルス"#c�
dt：VBS FuegetechnikのC33と±�か]²したc�

;4とする=*
aやすり
��R�d
dtのHBK�
：1-RMS1 または 1-RMS1-SPRAY
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®�³
dtのHBK�
：1-8402.0026
´�め� Lテープ
dtのHBK�
：1-KLEBEBAND
�%��
dtのHBK�
：1-ABM75 / AK22

2.3 FS62WSSの�

)2.1 FS62WSS���ひずみセンサ(��ケーブル�き)

2.3.1 >??@のAB
µ¶·ひずみゲージやセンサを り!けるときは、まず� ~¡9の��を¢¸しlら
にする¹�があります。 !�"の"#�がº`に£»するまで、¼�と¤をすべて 
りPきます()2.2)。"#®¥を¦こす�j�があるような、¨きな½¾やバリがTって
いないことを@§してください。¹�ならば、³やすりを��して��を�¨してくだ
さい。
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)2.2 ���のバリ り

ヒント
ダミーセンサプレートを
�して、WXする�YをZ[します。

)2.3 センサの��にはF\]なさびた^�
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)2.4 ���の_`

)2.5 ��のWXができた^�

�に、��のVれを©として、"#�"にホコリやª«pが�U、Tらないようにして
ください。
=Uな¬«d（RMS 1をdt）および®�³を��して��を¢¸します ()2.6 3び
)2.7).
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)2.6 RMS1クリーナとFbcを
�します

)2.7 ^�をクリーニングしています

¿き りは、®�³を�に±��«に<PさせてKい、®�³に!LするVれがなくな
るまで、けてください。

2.3.2 CD?@にEを?ける
� �«とセンサのDÀ®を��しながら、センサの�«とÁ�を¯Rします。センサ
のÁ�¯めが� �«を¯Rするので、このステップはひずみセンサにとって�に��
です。



13
FS62WSS, FS62WSR (BRD)
センサの��

)2.8 センサfgめ�のマーカー

ヒント
^�のhiにjじて、�kなlmまたはボールペン(インクのない)を
�してセンサの
fをマークします。

)2.9 マーカーラインをpq
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2.3.3 センサのF
´�め�#Lテープを4°�#します。Y3cmの2°とY7cmの2°です（)2.10）。

)2.10 ´�め�テープの�#

ブリスターからセンサをÂ�に り¦し、�=に�sしてある��マークに�わせ
ます。
�#した±いほうのテープを��して、センサケーブルを"RのÁ�に¬Rします
（)2.11）。

)2.11 rsのftわせ
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²いほうのテープを��して、センサの²c�«の³の�pを��して´�に¬Rしま
す。センサプレートの³の�pのY1mmをテープでµいます（)2.12|i）。これによ
り、"#�DにセンサがPかなくなります。

メモ
��エリアにテープがないことをvwします。テープまたは�xyを
�した;<で�
�をzうと、{�によりセンサがp|しなくなるおそれがあります。

)2.12 センサを}3に~Zして、��l�を\]に��します。

2.3.4 センサの��
HBK FiberSensingは、VBS Fuegetechnik(www.vbs-fuegetechnik.de)
のC33と±�のモデルの��をdtします。

)2.13 ��されるインパルス���

www.vbs-fuegetechnik.de
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��パラメータの�G
:Å�な"#パラメータは~¡によりOなります (��するスポット"#xだけでなく、
��のÇさ、¶·のÁ�によってもOなります…）そのためパラメータ�¨�のダミー
"#プレートが0
されます。¢�なダミー"#プレートで、´¸�に"#をおこない
"#パラメータを�¨します。

ヒント
ダミープレートをスポット��し、Jっ�って�^�からJき�します。��な��
をzうと、Jきはがすことが�	になります。9JにJきはがすと、��ポイントには
、)2.14に�すようにダミープレートに�ができるA4があります。���な�Zは40
〜60 Vの��でzいます。

)2.14 ���Zのvwを��します

¶·チップは、¹ÈY1 mmのlらな�になるようトリミングすることをおTめします
)2.15。
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)2.15 ��チップ

ヒント
r�の��を�るために、��l��に��を\�トリミングしてください。

"#を�しくKうためには、"#ピストルを"#�に~してÊ¹にËし[げてください
(|i：)2.16)。��のcでピストルをもち、もう��のcでピストルのヒールを^って
ÌからピストルをËし[げます。

)2.16 �しい��f
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����
"#のJmは、センサのDÍから¦Îに«かって、Y1 mmの�ºでKってくだ さい。
)2.17にEされているようなcJで"#します。

)2.17 FS62WSS BRDの����
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)2.18 センサの��

ヒント
��ケーブルバージョンのFS62WSSを}3に��する�t、 ¡ごとに¢35£¤の��
ポイントがA4です。

)2.19 ��を}¥した�¦
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2.4 FS62WSRの�

)2.20 FS62WSR���ロゼットひずみセンサ (��ケーブル�き)

2.4.1 >??@のAB
2.3.1ページのセクション9で�	されているように、 !�のクリーニングをKい
ます。ダミープレートを��として、クリーニングが¹�な���を@§します。

2.4.2 CD?@にEを?ける
FS62WSRロゼットには、0 º/60 º/120 º のÁ�に��3つのFBGセンサが!�されてい
ます。wFBGのÁ��わせは、にEすように、ローゼットのwコーナーにあるセンサガ
イドによって@§できます。このガイドは、)2.21に�されているように、#ª
「a」、「b」、および「c」としてZ[されます。

)2.21 FS62WSRのfgめ�のマーク
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7Ðに、12ページの、セクション2.3.2 に�	されているような�»で、�えば「b」な
どのFBGの�つを¼んでその¹½�«を��して、¯�®のマークを�き1みます。

2.4.3 センサのF
´�め�のテープ（マスキングテープなど）を4°��します。Ñ½�のロゼットの3つ
のÎ�を¬Rするのに¯pな²さのテープ3°と、ケーブルを¬R�に4つ�のテープを
�#します。

)2.22 «¬め�テープのWX

¯�マークÌにµファイバー·ロゼットを!�します。Ò¾する�«にセンサのÁ�¯
めをKいます。�えば、「b」の�«をQlマークに�わせます。このÁ�をÓ¿する
には、センサラベルにあるÀいÁ��わせマークを|iしてください。�に、
「b」�«のDÀを\す®と「a」�«と「c」�«のD�にあるケーブルの�«を��
に、Ê¹�«を¯Rします。



FS62WSS, FS62WSR (BRD)
センサの��22

)2.23 ®¯ロゼットのfをtわせして~Zします

´�めテープを��して、ゲージの³�pのY1mmを��してÎ�にÁってテープをD
り!け、ロゼットを"RのÁ�に´�めします。

メモ
��エリアにテープがないことをvwします。テープまたは�xyがある;<で��を
zうと、{�によりセンサがp|しなくなるおそれがあります。

2.4.4 センサの��

��パラメータの�G
まず、15ページのセクション 2.3.4のセンサの���のcJにJって"#�Rをテストし
ます。

����
"#シーケンスは、センサのDÍから¦Îに«かって、Y1 mmの�ºでKってくだ
さい。
)2.24にEされているようなcJで"#します。Tりの R�«についても±じcJを
ÂりÃします。
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)2.24 FS62WSR(��)の����を °Z#ªに±って��します。

)2.25 FS62WSR(��)の}qした��パターン。

ヒント
��ケーブルバージョンのFS62WSRをに}3に��した�tは、 #ªに¢35£¤の�
�ポイントを�³のラインに´するA4があります。
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2.5 ケーブルのH�とIJ
センサケーブルは、ケーブルがÊれ[がっていないこと、またケーブルをÄげて��す
る��は、そのÄÅがÆ�ÇÔZ�であることを@§しながら!®する¹�があり
ます。
µファイバにストレインリリーフを.すことをおTめします()2.26を'()。Õpなµフ
ァイバケーブルをÈやかなÄ®でまとめ、ポリイミド Lテープで¬Rします。
また、#Ld（�えばX60）も��できます。

)2.26 ファイバケーブルに¶するストレインリリーフ

)2.27 テープでファイバーストレインリリーフを~Zしています



25
FS62WSS, FS62WSR (BRD)
センサの��

スプライス�%がある��は、スプライスもしっかり¬Rされていることを@§してく
ださい。

)2.28 ��ケーブルの´¡

Ö¦で��する��は、ケーブルÉÊをËÌやx��5Eからさらに�%することをお
Tめします。これは、ケーブルコンジットを��するか、シリコンなどのシーリングペ
ーストで`²をµうことでVÍできます（�：3M�DP490��）。

お�らせ
��ケーブルは、·¸された¹ºを»つ�
¼での�に\しています。½い¾¿ÀÁ
にÂえることができますが、ÃÄ�HIに¶しては、}3にÅÆされていません。セン
サがOÇな¹ºで
�される�tは、ケーブルのÅÆを9Èする（プラスチックチュー
ブ、コンジットを
�するか、ケーブルをÅÆhでËう）ことをおÌめします。

2.6 センサのIJ
FS62WSSとFS62WSRはラボ�に��されたセンサです。しかし、�しく�%すれば×の
��でも��できます。
カバーdAK22やABM75を��して、センサをË�のF6から�%する¹�があります。
7Ðにすべての#LdのTU9（この��はZ70）をパテで¨きめにカバーしてくださ
い。すべてのセンサÎ�に~してパテをËし!けてください ()2.29)。
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)2.29 AK22でセンサ³�をカバー

カバーÎØをよりº`にするため、¹ずケーブルの[にAK22を=W!�してください。
これは、センサの�の#�p、およびTりの�%レイヤの#�pでもKう¹�があ
ります()2.30)。

)2.30

センサÏÙ`�をカバーできるように、¯pな¨きさのフィルムABM75()2.31)をUり
 り（<�のセンサまたはÚいにÐ#した�lのセンサ(�:FS62LTS
ｘ１とÑ�Ò��にのFS62WSS x1）`�をカバーするように!�します。
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)2.31 センサエリア3ÍをカバーできるÎきさのフィルムABM75を]っているとこ
ろ。

ÓいÔiでフィルムカバーのÕを、 R~¡9の��にしっかりとËし!けて¬Rしま
す。

メモ
ケーブル;<に�ÐをかけないようにÑ<ÒÓしてください。センサのファイバがHI
してÔみÕをHなうÖG×があります。ケーブル;<では、Øでこのシール�Ùをvw
してください。
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)2.32 カバーホイルABM75のÛり�け

)2.33 }3にËわれたÜ°Ý
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3 センサ��

3.1 センサ�KのL�
HBK FiberSensing�の×�Øみセンサは、×�	�をÙ!しておvけいたします。そ
れZ¦のセンサは、センサのÖ�にかかわる、��な�を��したセンサ��データ
ーシートをÙ!しておvけいたします。
�=にセンサを,み/てたセンサアレイの�で、センサをおvけする��は、Ì�にÛ
えて、×�に�&する�を��した�Y�をごÚÜいたします。
この��マニュアルは、$ÝÛとしてセンサWc
のDに±Bして、おvけいたし
ます。またHBKÜのWebサイト(www.hbkworld.com)からダウンロードできます。

3.2 CDMNのCO

3.2.1 ひずみ
ひずみセンサは、×�をしていないセンサです。センサとともにおvけする��データ
ーシートには、センサのデーターが��され、これらは、ひずみの�*を�@にKう�
�でM�します。
ファイバブラッググレーティング（FBG)ひずみセンサの��、Ñ�のF6をAむÝ²�
Pは、�の·で�されます：)3.1

(�� �0)
�0

� k � ��Load � (TCS � CTE) � (T � T0)� � 10�6

)3.1 ひずみと¾¿のÞによる、FBGひずみセンサのß�à|�

ここで、
� λ は、ひずみセンサで� されるブラッグÝ²で<Áはnm
� λ0   は、���において、ひずみセンサが� するブラッグÝ²で<Áはnm
� k は、ひずみセンサのゲージÅ(kファクタ)でÞ�SÞl
� εLoad は、� ~¡にßわるx��ひずみで<Áはμm/m
� TCS は、ひずみセンサのßひずみで<Áは(μm/m)/ºC
� CTE は、ひずみセンサを !ける� ~¡9の��のßààÞlで<Áは(μm/m)/ºC
� T-T0  は、��Ñ�とV�のÑ�� °とのáで<Áは℃。

PQRSをしないCD
Ñ�Ò�が®�な��は、�のようにひずみ�*をVKできます： )3.2.

www.hbkworld.com
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� �
(�� �0)

k � �0
� 106

)3.2 áâひずみÜã¯（¾¿ä�なし）

ここで、
� ε は、ひずみ� °で<Áはμm/m
� λ は、ひずみセンサで� されるブラッグÝ²で<Áはnm
� λ0  は、���において、ひずみセンサが� するブラッグÝ²で<Áはnm
� k は、ひずみセンサのゲージÅ(kファクタ)でÞ�SÞl

PQセンサを./してPQRSするCD
Ñ�センサを��してÒâする、ひずみWは、μm/m<Áで、その�*は、Ñ�センサ
の»bが°C<ÁのÑ�°であるため、<áです。 �*は：)3.3にEします。

�Load �
(�� �0)

k � �0
� 106 � (TCS � CTE) � (T � T0)

)3.3 ¾¿センサを
�して¾¿äåする、ひずみ�のÜã¯

ここで、
� εLoad は、� ~¡にßわるx��ひずみで<Áはμm/m
� λ は、ひずみセンサで� されるブラッグÝ²で<Áはnm
� λ0   は、���において、ひずみセンサが� するブラッグÝ²で<Áはnm
� k は、ひずみセンサのゲージÅ(kファクタ)でÞ�SÞl
� TCS は、ひずみセンサのÑ�クロスã�で<Áは(μm/m)/ºC
� CTE は、ひずみセンサを !ける´¸�の��のßààÞlで<Áは(μm/m)/ºC
� T は、Ñ�センサによって RされたV�のÑ�で、<Áは℃です
� T0 は、Ñ\Ñ�に~してÒ�に��されるÑ�センサによるV�の� °、
<Áは℃
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â�

Ñ�（℃）
ひずみに~�するÝ²（nm）
ÒâäのひずみW（μm/m）

���

λ
0

T0

)3.4 äåに¾¿センサを
�して、¾¿äåひずみ�をÜ°するときのæWÝ

RS/センサを./してPQRSするCD
ひずみ� は、FBG（ファイバ・ブラッグ・グレーティング）テクノロジーをベースと
する、Òâ�センサを��する��においても、±eに�@なÒâが�jです。Òâの
ãめ�としてM�できるものは、Z[のとおり、いくらかあります。
� ×�	�なしのÑ�センサ
� ±�の��Ìの、ひずみのない�pに !けたひずみセンサ
� ひずみがなく、ßààÅ(CTE)がäåの��Ìに !けたひずみセンサ
)3.5にEす·により、ひずみの�*をVKできます。

�Load �
�� �0
k � �0

� 106 �
�Tc � �0Tc

�0Tc
� (TCS � CTE)

TCF � 106

)3.5 FBGをベースとする、äå�センサを
�して¾¿äåする、ひずみ�のÜ
ã¯

ここで、
� εLoad は、� ~¡にßわるx��ひずみで<Áはμm/m
� λ は、ひずみセンサで� されるブラッグÝ²で<Áはnm
� λ0  は、���に~して、ひずみセンサが� するブラッグÝ²で<Áはnm
� k は、ひずみセンサのゲージÅ(kファクタ)でÞ�SÞl
� λTC  は、Òâ�センサで� されたブラッグÝ²で<Áはnm
� λ0TC は、���において、Òâ�センサのEすブラッグÝ²で<Áはnm
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� TCS は、ひずみセンサのÑ�クロスã�で<Áは(μm/m)/ºC
� CTE は、ひずみセンサを !ける´¸�の��のßààÞlで<Áは(μm/m)/ºC
� TCF は、Òâ�センサのÑ�ÒâÞlで<Áは(μm/m)/ºCæ×�のÑ�センサでは、
センサの��データーシートに、このl°が��されています。ひずみセンサが�R
の��に !けられている��、)3.6にEす·により、TCFを*»できます。

TCF � (5.7 � k � CTETC)

)3.6 ¾¿äåçèを5めるÜã¯

ここで、
� k は、ひずみセンサのゲージÅ(kファクタ)でÞ�SÞl
� CTETC  は、Ñ�Òâエレメントの��のßààÞl（μ m/m）/º Cです

â�

Òâäのひずみに~�するÝ²
（nm）
ひずみに~�するÝ²（nm）
ÒâäのひずみW (μm/m)

λ0

λ0TC

)3.7 äåにFBGベースのäå�センサを
�して、¾¿äåひずみ�をÜ°する
ときのæWÝ
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TげモーメントRUを./したCD
 R�からçく^れたÁ�にあるセンサを��して Rする��、 Rに「èá」が>
?する�j�があります。これは、 R�/Á��わせとD/éの�のê^が、���と
D/éの�のê^とはOなるためです。

)3.8 âéなê#ªのà�によるひずみ

)3.9 âéなëげモーメントによるひずみ

)3.10 ê#ªのQ�とëげモーメントによるひずみ

これは、センサë»ìçと�����のê^が� °にF6する��、または R~¡
がí�にîい��、í�に��になります。FS62PSSパッチひずみセンサおよびFS62PSR
パッチひずみロゼットのこのê^は0.25mm（h2 、)3.10）です。
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)3.11 FS62PSSにおける、FBGから��^�までのî�

ただし、ï R9のDÀé(neutral axis)までのê^（h1）がäåである��は、センサ
から� されたðみは、èé¶��êにより� ��のðみにë�できます：

�surface �
�� �0
k � �

�
h1

h2 � h1
� 106

)3.12 ひずみÜãëげï�ä�

ここで、
� εsurface  は、� ��にßわるx��ひずみで<Áはμm/m
� λ は、ひずみセンサで� されるブラッグÝ²で<Áはnm
� λ0   は、���に~して、ひずみセンサが� するブラッグÝ²で<Áはnm
� k は、ひずみセンサのゲージÅ(kファクタ)でÞ�SÞl
� h1  � �からDÀéまでのê^»<Áはmm
� h2 は� �からFBGまでのê^で<Áはmm(FS62WSSとFS62WSRの��は 0.225 mm)

IVWをDG
"#2ひずみローゼットひずみゲージFS62WSRを��したì�b�*は、�の·にJっ
て�*できます：

�1�2 � E
1 � v2 �

�a � �b � �c
3 	 E

1 � v �2�a � �b � �c
3 �2

� 1
3 � (�b � �c)2


ここで：
� σ1/2  はì�b（<ÁMPa）
� E はヤングÅ（<ÁMPa）
� v はポアソンñ（Þ�S）
� εa/b/c  は、3�«のひずみをローゼットで Rした°( <Áμm/m)
ì�«は、Ì�の��·を��して�*されたìÊ¹�bσ1 and
σ2が>?する�«です。ì�bの»®�«は、ローゼットの R�«を|iする½�
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φ によってRòされます。これは、ローゼットで Rされたひずみεa, εb and εc
からの�Î�Þを��して¯Rできます 。
Z[のî:の��は、ïóôにðMでñõできるV��な�»をÚÜすることです。こ
のî:の�öとなるモールの�bòの:÷�Î�は、�
�な'Iに��されてい
ます。
まず、Òó½ψのタンジェントを�*します：

tan� �
3
 � (�b � �c)

2�a � �b � �c

pçとpøのñ�を��して、½� φ は�のスキームを��して¯Rする¹�があり
ます。

pç 3
 � (�b � �c)
ネガティブ ポジティブ

pø（Denominator）
2�a � �b � �c

ポジティ
ブ φ� 1

2 � (180° � |�|) φ� 1
2 � (0° � |�|)

ネガティ
ブ φ� 1

2 � (180° � |�|) φ� 1
2 � (360° � |�|)

このようにして�められる½�φは、�� RÁ�aのéからl¶�に�の�«（õâ�
öり）に=�する¹�があります。 R�«「a」のéは、½�φの1つのアームを��
します。もう��のアームは、ù1のì�«を�す。これはìÊ¹�bσ1の�«（ìひ
ずみ�«ε1)です。½�のポイントは、 R�«にÊ¹なéの÷�にあります。ù2のì
�«（ìÊ¹�b σ2の�« ）の½�はφ+ 90°となります。

)3.13 ð4ひずみの#ª
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4 センサのメンテナンス

4.1 センサ

4.1.1 ひずみセンサ
#L�jなひずみセンサは、ø:�に り!けäにë:できません。��äに、リニア
またはロゼットにかかわらず、ひずみセンサが5Eした��、センサをº`に÷úする
¹�があります。ひずみセンサがs�のPNûù[で5Eしません。�
�に、5Eは
センサü�ではなく#�に>?します。

4.2 ケーブル
 り!けDまたは��Dにケーブルが5Eした��は、そのú"のë:が�jな��が
あります。しかしながら、ë:は5Eの�"によっては、できない��があります。5
EがセンサにÐすぎる��は、スプライスツールを��するのに¯pなケーブル²がな
いため、ë:が®�jになる�j�があります。
ë:が�jで、¯pなケーブル²がある��は、ケーブルをU¿して5Eした�pを 
りPき、ファイバケーブルの#�をKいます。ケーブルの²さがýりない��は、ü²
ケーブルをýsして2つのスプライスをVKする¹�があります。#�cJのサポートに
ついては、HBK FiberSensingにþ&þください。
センサがアレイの��としてÜ�され、2つのセンサ�のケーブルが5Eした��、5E
を�けたセンサZ�のすべてのセンサからのñ�が�¿されます。ケーブルはÌ�のよ
うにë:できる。

ヒント
センサ�ñにò�×がóôする�t、�;のセンサõ1をDEすることがÖGです。
ファイバのセンサõ1をö÷からø�できる�tは、HI£¤でのùúがないことを
vwし（ファイバを}3に]ûすることによって）、õ1üõýのコネクタとFBGア
レイのö÷の�にスプリッタを��してください。

4.3 コネクタ
コネクタが5Eしている��は、その�"にスプライスを�sするか、センサをコネク
タ�pのë:のためにÃ3することで÷úできます。HBK FiberSensingによるë:はw
�となる��があります。
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